
レジリエンス研究教育推進コンソーシアム第 31 回幹事会議事次第

1 日 時：令和 7 年 4月 14日（月）14時 00分～15時 00 分 
2 場 所：オンライン（Zoom） 
3 出席者：寶（会長）、甘利（副会長）、遠藤（副会長）、岡島、面 

オブザーバー：林（東京海上日動）
陪席者：松本（防災科学技術研究所）、倉谷（〃）、田代（〃）、小松原（セコム）、

大貫（筑波大学）、増田（〃）、栗原（〃）、酒井（〃）、根本（〃） 
 （敬称略） 

4 議事 
Ⅰ. レジリエンス研究教育推進コンソーシアムに係る事案 
【審議事項】 

(1) 総会・運営委員会・幹事会の体制について ··························································· 資料 1-1~1-2
(2) 令和 7 年度年間活動計画（案）について ·········································································· 資料 2
(3) 入会希望機関について ······································································································· 資料 3

・福島国際教育研究機構（F-REI） https://www.f-rei.go.jp/
・株式会社モリタホールディングス https://www.morita119.com/

(4) その他

【報告事項】 
(1) 第 2 回キャリアマッチングデー（R7.6.5）について ························································ 資料 4
(2) 日本ネットワークセキュリティ協会（JNSA）への入会について ···································· 資料 5
(3) その他

【意見交換事項】 
(1) 令和 7年度シンポジウムについて ····················································································· 資料 6

Ⅱ. 筑波大学リスク・レジリエンス工学学位プログラムに係る事案 
【審議事項】 

(1) その他

【報告事項】 
(1) 社会人学生対象「教育訓練給付制度（一般教育訓練）」の認定について ························· 資料 7
(2) 令和 6 年度修了者進路報告 ································································································ 資料 8
(3) 令和 6 年度コンソーシアム参画機関の修了者数について ················································ 資料 9
(4) 令和 7 年度協働大学院教員の指導する学生数について ·················································· 資料 10
(5) 令和 7 年度参画機関インターンシップについて ····························································· 資料 11
(6) その他
・学位プログラムオープンキャンパス（4月 20日開催）について ····································· 資料 12
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（配付資料） 
資料 1-1 総会・運営委員会委員名簿（案） ··················································································· p.3 
資料 1-2 幹事会委員名簿（案） ····································································································· p.4 
資料 2  令和 7年度年間活動計画（案） ······················································································ p.5 
資料 3  筑波大学と福島国際研究教育機構との連携協力に関する基本合意について ················· p.6 
資料 4  第 2 回キャリアマッチングデーポスター（案） ····························································· p.8 
資料 5  日本ネットワークセキュリティ協会（JNSA）入会決定通知書 ······································ p.9 
資料 6  令和 7年度シンポジウムについて ················································································· p.12 
資料 7  厚生労働省「教育訓練給付制度」チラシ ······································································ p.13 
資料 8  令和 6年度リスク・レジリエンス工学学位プログラム修了者進路報告 ······················ p.15 
資料 9  コンソーシアム参画機関 年度別入学・修了生数一覧 ················································ p.16
資料 10 協働大学院教員 年度別指導学生数一覧 ······································································ p.17 
資料 11 令和 7 年度参画機関インターンシップ実施機関一覧 ··················································· p.18 
資料 12 学位プログラムオープンキャンパスポスター ······························································· p.20 
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〔令和7年4月14日版〕
氏　名 機　関　名 所属・職名 選出区分

甘利　康文 セコム株式会社
IS研究所 リスクインテリジェンスグループ
グループリーダー

第８条第４項（１）
第９条第４項（１）

柳生　智彦 日本電気株式会社
セキュアシステムプラットフォーム研究所
主任研究員

第８条第４項（１）
第９条第４項（１）

狩矢　淳雅 東急プロパティマネジメント株式
会社

ＢＣ推進センター　センター長
第８条第４項（１）
第９条第４項（１）

秋山　一也 NTT宇宙環境エネルギー研究所 企画部　部長
第８条第４項（１）
第９条第４項（１）

林　春男 東京海上日動火災保険株式会社 アドバイザー
第８条第４項（１）
第９条第４項（１）

真城　源学 株式会社東急総合研究所 エグゼクティブ・フェロー
第８条第４項（１）
第９条第４項（１）

小山　覚 株式会社エヌ・エフ・ラボラト
リーズ

代表取締役
第８条第４項（１）
第９条第４項（１）

長瀬　貫窿 一般財団法人DRIジャパン 理事長
第８条第４項（１）
第９条第４項（１）

星川　英 一般財団法人電力中央研究所 企画グループ 研究管理担当スタッフ 上席
第８条第４項（１）
第９条第４項（１）

安部　原也 一般財団法人日本自動車研究所 自動走行研究部　主任研究員
第８条第４項（１）
第９条第４項（１）

福島　幸子 国立研究開発法人海上・港湾・航
空技術研究所　電子航法研究所

特別研究主幹
第８条第４項（１）
第９条第４項（１）

蒲生　昌志 国立研究開発法人
産業技術総合研究所

安全科学研究部門　研究部門長
第８条第４項（１）
第９条第４項（１）

◎ 寶　馨 国立研究開発法人
防災科学技術研究所

理事長
第８条第４項（１）
第９条第４項（１）

山際　謙太 独立行政法人労働者健康安全機構
労働安全衛生総合研究所

機械システム安全研究グループ　部長
第８条第４項（１）
第９条第４項（１）

Wei-Sen Li National Science and Technology
Center for Disaster Reduction

Secretary General
第８条第４項（１）
第９条第４項（１）

遠藤　靖典 国立大学法人筑波大学 理事・副学長（研究担当）
第８条第４項（１）
第９条第４項（１）

岡島　敬一 国立大学法人筑波大学
システム情報系　教授
システム情報工学研究群長

第８条第４項（１）
第９条第４項（１）

面　和成 国立大学法人筑波大学
システム情報系　教授
システム情報工学研究群リスク・レジリエンス工学学位プ
ログラムリーダー

第８条第４項（１）
第９条第４項（１）

◎は議長を示す

レジリエンス研究教育推進コンソーシアム総会・運営委員会委員名簿（案）

（参考）
レジリエンス研究教育推進コンソーシアム規約
第８条第４項　総会は、次の委員で構成する。

（１） 正会員の代表者
（２）その他、会長が指名する者

第９条第４項　運営委員会は、次の委員で構成する。
（１） 正会員の代表者
（２）その他、会長が指名する者
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〔令和7年4月14日版〕
氏　名 機　関　名 所属・職名 選出区分

◎ 寶　馨 国立研究開発法人
防災科学技術研究所

理事長 第１０条第４項（１）

甘利　康文 セコム株式会社
IS研究所　リスクインテリジェンスグループ
グループリーダー

第１０条第４項（２）

遠藤　靖典 国立大学法人筑波大学 理事・副学長（研究担当） 第１０条第４項（２）

岡島　敬一 国立大学法人筑波大学
システム情報系　教授
システム情報工学研究群長

第１０条第４項（５）

面　和成 国立大学法人筑波大学
システム情報系　教授
システム情報工学研究群リスク・レジリエンス工学学位プロ
グラムリーダー

第１０条第４項（４）

◎は議長を示す

氏　名 機　関　名 所属・職名 選出区分

林　春男 東京海上日動火災保険株式会社 dx推進部　アドバイザー オブザーバー

氏　名 機　関　名 所属・職名 選出区分

小松原　康弘 セコム株式会社 IS研究所　研究戦略部　主務 陪席者

松本　拓巳 国立研究開発法人
防災科学技術研究所

企画部　次長 陪席者

倉谷　定秋 国立研究開発法人
防災科学技術研究所

研究共創推進本部研究推進室　室長 陪席者

田代　麻弥 国立研究開発法人
防災科学技術研究所

研究共創推進本部研究推進室　係長 陪席者

大貫　康司 国立大学法人筑波大学 システム情報エリア支援室　室長 陪席者

増田　正裕 国立大学法人筑波大学 システム情報エリア支援室　主幹 陪席者

栗原　宏太 国立大学法人筑波大学
システム情報エリア支援室　大学院教務
係長

陪席者

酒井　美和 国立大学法人筑波大学
システム情報エリア支援室　大学院教務
係員

陪席者

根本　美南 国立大学法人筑波大学
システム情報エリア支援室　エデュケーショ
ン・アドミニストレーター（UEA）

陪席者

レジリエンス研究教育推進コンソーシアム幹事会委員名簿（案）

（参考）
レジリエンス研究教育推進コンソーシアム規約
第１０条第４項　幹事会は、次の委員で構成する。
（１）会長
（２）副会長　２名
（３）正会員の中から互選により選出する委員　若干名
（４）リスク・レジリエンス工学学位プログラムリーダー
（５）その他、会長が指名する者　若干名

オブザーバー名簿

陪席者名簿
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R7.4.14現在

総会・運営委員会 幹事会 シンポジウム その他 入試 その他

令和7年4月
第31回幹事会
4月14日(月) 14:00-15:00
オンライン

募集要項公表（Web）
(4月下旬）

オープンキャンパス
4月20日（日）

5月

6月

第8回総会
&参画機関見学会
6月23日(月) 13:30-16:00
産総研・福島再生可能エネ
ルギー研究所（郡山市）
&オンライン

筑波大生との交流企画
筑波大学×R2EC　第2回
キャリアマッチングデー
6月5日(木) 13:00-16:00
筑波大学

7月
第32回幹事会
オンライン

7月実施 前期課程入試（推薦）
7月4日(金)

7月実施 後期課程入試（一般・社会人）
7月4日(金)　〔※R7年10月入学〕

8月

8月実施 前期課程入試（一般・社会人）
8月21日(木)
8月実施 後期課程入試（一般・社会人）
8月20日(水)
8月23日(土) ※東京キャンパス実施

9月

10月
第33回幹事会
オンライン

11月
第19回運営委員会
&参画機関見学会
（日時・場所調整中）

12月

令和7年1月

2月
第34回幹事会
オンライン

3月
第20回運営委員会
&参画機関見学会
（日時・場所調整中）

※総会・運営委員会未開催機関（R7.3.31現在）：日本電気、東急プロパティマネジメント、東急総合研究所、エヌ・エフ・ラボラトリーズ、DRIジャパン、電力中央研究所、労働安全衛生総合研究所

レジリエンス研究教育推進コンソーシアム　令和７年度年間活動計画（案）

コンソーシアム関連 学位プログラム関連

1-2月実施 前期課程入試（一般・社会人）
1月29日(木)
1-2月実施 後期課程入試（一般・社会人）
1月30日(金)
1月31日(土) ※東京キャンパス実施

R2EC単独シンポジウム
（日時・場所調整中）

巨大災害研究会との合同シ
ンポジウム
（日時・場所調整中）
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CAREERCAREER

問合せ先 レジリエンス研究教育推進コンソーシアム事務局（筑波大学システム情報エリア支援室）
r2ec-sec@risk.tsukuba.ac.jp

MATCHINGMATCHING
DAYDAY

こんな大学院生・学類生の皆さんの参加をお待ちしています。

これから参加できる
インターンシップ
情報を探したい

就職やキャリアに
関する情報を得たい

企業や研究機関の方と
話して見識を広げたい

キャリアマッチ
ングデー

各業界をリードする
企業・研究機関の採

用担当者、

実務担当者、研究者
から話を聞き、

交流できるチャンス
です。

この貴重な機会をぜ
ひご活用ください！

チャンス!!

筑波大学 ×筑波大学×
レジリエンス研

究教育推進

コンソーシアムコンソーシアム

筑波大生
限定

申込方法
事前登録制

普段着でお越しください

6月5日木令和7年

会　　場
筑波大学第3エリア

3B棟2階プレゼンル
ーム（3B213）

13:00-14:30 全体
セッション（参加機関

からの情報提供）

14:30-15:30 個別
相談カフェ

参加対象
●その他、本イベントに関心のある筑波大生

●システム情報工学研究群に所属する大学院生
●理工学群に所属する学群生

登録〆切 ： 6月4日（水）正午

右記QRコードより
登録してください

参加機関

■ 研究機関 （国研）産業技術総合研究所
（国研）電子航法研究所
（一財）日本自動車研究所

■ 企業 （株）エヌ・エフ・ラボラトリーズ
セコム（株）
日本電気（株）
（株）モリタホールディングス

https://forms.gle/MD5ZAe7SJWoG82mu5

※機関種別50音順
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根本 美南
ハイライト表示



令和 7年 4 月 14 日 
令和 7 年度シンポジウムについて 

令和 7年度は、コンソーシアムとして以下のシンポジウム開催（2回）を計画している。 
このうち、①の単独シンポジウムのテーマについて、意見交換を行いたい。 

① R2EC単独シンポジウム
時期：令和 7年 10～11月
場所：未定（東京またはつくばを想定）
目的：コンソーシアム及び各参画機関の教育・研究・実践の成果を広く発信するとともに、コンソーシアム参

画機関同士の交流を深め、連携を強化する 
テーマ：未定

② 巨大災害研究会との合同シンポジウム
時期：令和 8年 2～3月
場所：未定（東京またはつくばを想定）※原則、関東・関西の交互開催
目的：両団体の教育・研究・実践の成果を広く発信するとともに、巨大災害研究会との連携を強化する

（参考）過去のシンポジウム 
◆R2EC単独シンポジウム
開催日 開催場所 テーマ 講演者 
R6.10.18 東京 博士人材の活用を再考する： 

産学協働で描くイノベーター育成の道 
文科省/NTT/筑波大学 

R3.10.13 オンライン ニューノーマルに拠るレジリエンス社会の実現に
向けて ～COVID-19がもたらした気づき～

筑波大学/NEC/防災科研 

R3.2.3 オンライン COVID-19 に学ぶこれからの R2（リスク・レジリ
エンス）のあり方

順天堂大学/DRI/筑波大学 

H31.3.26 台湾 Creating Safety and Security 筑波大学/防災科研/セコム 
H30.12.14 東京 安全・安心を創る ～レジリエンス研究教育推進 

コンソーシアムが目指すもの～
筑波大学/防災科研/セコム 

◆合同シンポジウム
開催日 開催場所 テーマ 備考 
R7.2.28 大阪・ 

オンライン
スマートシティと防災
－レジリエントな都市のデザイン－

巨大災害研究会と合同 

R6.3.4 東京・大阪・ 
オンライン

レジリエントな DX社会をつくる
－災害・防災の最前線－

巨大災害研究会と合同 

R5.9.10 広島・ 
オンライン

5D-MaaSによる空から創る未来のまち in 広島 5D-MaaS共創拠点と合同 

R5.2.14 東京・ 
オンライン

地震火山観測研究が目指すレジリエンスの向上 Joint Seminar減災と合同 

R4.2.14 オンライン 地域性を考えた減災・レジリエンスのあり方 Joint Seminar減災と合同 
R1.10.25 大阪 「想定外」を想定できるこれからの人材育成とは Joint Seminar減災と合同 
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対象の教育訓練は、約16,000講座。

具体的な講座は、教育訓練給付制度［検索システム］で検索できます。

オンラインで受講できる講座や、夜間・土日に受講できる講座もあり、

働きながら受講することができます。

キャリアアップ・キャリアチェンジを目指す労働者の皆さまへ

教育訓練給付制度のご案内

労働者の主体的なスキルアップを支援するため、厚生労働大臣の指定を受けた教育訓練を受講・修了した

方に対し、その費用の一部が支給される制度です。

対象となる教育訓練は、そのレベルなどに応じて３種類があり、それぞれ給付率が異なります。

教育訓練給付とは？

教育訓練の種類と給付率 対象講座の例

専門実践教育訓練

最大で受講費用の80%
［年間上限64万円］

を受講者に支給

※2024年９月までに開講する

講座は最大で受講費用の70％

（年間上限56万円）を支給

業務独占資格などの取得を目標とする講座

・介護福祉士、看護師・准看護師、美容師、社会福祉士、

歯科衛生士、保育士、調理師、精神保健福祉士、はり師 など

デジタル関係の講座

・第四次産業革命スキル習得講座（経済産業大臣認定）

・ITSSレベル３以上の情報通信技術関係資格の取得を目標とする講座

大学院・大学・短期大学・高等専門学校の課程
・専門職大学院の課程（MBA、法科大学院、教職大学院 など）

・職業実践力育成プログラム（文部科学大臣認定） など

専門学校の課程

・職業実践専門課程（文部科学大臣認定）

・キャリア形成促進プログラム（文部科学大臣認定）

特定一般教育訓練

最大で受講費用の50%
［上限25万円］

を受講者に支給

※2024年９月までに開講する

講座は受講費用の40％（上限20

万円）を支給

業務独占資格などの取得を目標とする講座

・介護支援専門員実務研修、介護職員初任者研修、特定行為研修、

大型自動車第一種・第二種免許 など

デジタル関係の講座

・ITSSレベル２の情報通信技術関係資格の取得を目標とする講座

大学等、専門学校の課程

・短時間の職業実践力育成プログラム（文部科学大臣認定）

・短時間のキャリア形成促進プログラム（文部科学大臣認定）

一般教育訓練

受講費用の20%
［上限10万円］

を受講者に支給

資格の取得を目標とする講座

・輸送・機械運転関係（大型自動車、建設機械運転等）、

介護福祉士実務者養成研修、介護職員初任者研修、税理士、

社会保険労務士、Webクリエイター、CAD利用技術者試験、

TOEIC、簿記検定、宅地建物取引士 など

大学院などの課程

・修士・博士の学位などの取得を目標とする課程

対象講座

LL0600808開若03

教育訓練 検索 検 索
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いいえ

教育訓練給付が受けられます

いいえ

ハローワークで支給要件照会の手続きをすると、給付が受けられるかどうかをより詳しく調べることができます。

必要な雇用保険の加入期間を過ぎると

教育訓練給付が受けられます

その他の支援策として、
主に離職中の方を対象とした
求職者支援訓練などがあります

お問い合わせ
給付条件や手続きの詳しい内容は、お住まいを管轄するハローワークにお問い合わせください。

厚生労働省ホームページ（教育訓練給付制度について）
 https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/jinzaikaihatsu/kyouiku.html

講座の受講・修了

受給資格確認
受講開始日の２週間前までに、お住まいを管轄するハローワーク※で行います

訓練前キャリアコンサルティング
どのハローワーク、キャリア形成・リスキリング支援センターでも受けることができます

支 給 申 請
次のいずれかの日の翌日から１か月以内に、お住まいを管轄するハローワークで行います※

●専門実践教育訓練・・・・・・受講開始日から6か月ごとの期間の末日又は修了日

●特定一般●一般教育訓練・・・修了日

専門実践教育訓練 特定一般教育訓練 一般教育訓練

はい いいえ

はい

はい

はい

はいいいえ いいえ

教育訓練給付が受けられます

教育訓練給付を受けるには、雇用保険の加入期間などの条件があります。

パート・アルバイトや派遣労働者の方も対象です。

給付条件

給付手続き

※求職者支援訓練は、離職してから１年以
内で、教育訓練給付の受給に必要な雇用保
険の加入期間が不足している方も対象です。
詳しくはハローワークにご相談ください。

受講開始日時点で、在職中で雇用保険に加入している

離職してから１年以内である
妊娠、出産、育児、疾病、負傷などの理由により

適用対象期間の延長を行った場合は最大20年以内

今までに教育訓練給付を受けたことがない

雇用保険の加入期間が
１年以上ある

専門実践教育訓練を受講する場合は２年以上

次のいずれにも該当すること

・前回の受講開始日以降、雇用保険の
加入期間が３年以上ある

・前回の支給日から今回の受講開始日
までに３年以上経過している

※「e-Gov電子申請（https://shinsei.e-gov.go.jp/）」から電子申請も可能です。
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就職 33名

92%

博士後期課程

への進学 2名

5%

職場復帰 1名

3%

博士前期課程（計36名）

就職 6名

55%

職場復帰

5名

45%

博士後期課程（計11名）

令和６年度 リスク・レジリエンス工学学位プログラム修了者進路報告

※リスク工学専攻修了者2名を含む

★コンソーシアム参画機関

【企業】 【官公庁】

トヨタ自動車株式会社
ENEOS株式会社
三井物産株式会社
楽天グループ株式会社
関西電力株式会社
日産自動車株式会社

アマゾンウェブサービスジャパン
株式会社日立製作所
東京ガス株式会社
日本電気株式会社 ★
大日本印刷株式会社
日立Astemo株式会社 ほか

防衛省
東京都庁 ほか

国立研究開発法人防災科学技術研究所 ★
デジタル庁
独立行政法人海技教育機構
岡三証券株式会社
済生会横浜市東部病院

日産自動車株式会社
筑波大学（教員・研究員）
自営業
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（単位：人数）

入学 修了 入学 修了 入学 修了 入学 修了 入学 修了 入学 修了
M
D
M
D 1 1 R5.3月修了1名
M
D
M
D
M
D
M
D 1 1 R6.3月早期修了1名
M
D
M
D
M
D 1 1 1
M
D
M
D
M
D 2 1 1 1
M
D
M
D
M
D

4 1 2 2 2 1

一般財団法人　DRIジャパン

日本電気株式会社

東急プロパティマネジメント株式会社

NTT宇宙環境エネルギー研究所

東京海上日動火災保険株式会社

株式会社東急総合研究所

合計
※ 参画機関（学生所属先）は入試出願時データより現職にてカウント。また、参画機関から筑波大学を除く。

一般財団法人　電力中央研究所

一般財団法人　日本自動車研究所
R2.8月退学1名
R6.3月早期修了1名

国立研究開発法人　海上・港湾・航空技術
研究所　電子航法研究所

国立研究開発法人　産業技術総合研究所

国立研究開発法人　防災科学技術研究所
R5.3月修了1名、退学1名
R7.3月修了1名

独立行政法人　労働者健康安全機構
労働安全衛生総合研究所

國家災害防救科技中心（台湾）

小計

リスク・レジリエンス工学学位プログラム

コンソーシアム参画機関　年度別入学・修了者数一覧

参画機関
（学生所属先）※

課程 備考

セコム株式会社

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度
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主指導
学生数

副指導
学生数

主指導
学生数

副指導
学生数

主指導
学生数

副指導
学生数

主指導
学生数

副指導
学生数

主指導
学生数

副指導
学生数

主指導
学生数

副指導
学生数

M 1 1 8 9 3
D 3 3 6 8 5
M 1 4 3 3 2
D 2 1 1
M 4 3 2 2 3
D 4 5 6 9 7
M 3 5 7 11 11
D 6 5 5 1 5 1 3 1
M 3 2 8 3 7 1 2 3 1
D 2 (2) 3 (3) 4 (3) 3（1） 4 10 (1) 12 11
M 2 2 2 2 3 1
D 2 2 4 4 5
M 0 14 2 23 3 30 1 29 0 25 2
D 2 (2) 20 3 (3) 16 4 (3) 22 4 (1) 30 10 (1) 32 12

2 (2) 34 5 (3) 39 7 (3) 52 5 (1) 59 11 (1) 57 14

※ 学生数は累計で示す。

リスク・レジリエンス工学学位プログラム
協働大学院教員　年度別指導学生数一覧

協働大学院教員
所属機関

教員数
(R7.4.1
現在)

課程
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和6年度

セコム株式会社 1

一般財団法人電力中央研究所 1

※ ( )内は、協働大学院教員の所属機関から受け入れた学生数を内数で示す。

令和7年度

（単位：人数）

M…博士前期課程、D…博士後期課程

独立行政法人労働者健康安全機構
労働安全衛生総合研究所

1

小計 12

合計

一般財団法人日本自動車研究所 2

国立研究開発法人産業技術総合研究所 4

国立研究開発法人防災科学技術研究所 3

令和5年度

調
査
中
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コンソ参画機関におけるインターンシップ

インターンシップ受入機関一覧 (1/2)

機関名

実施場所 実施期間

備考
現地

オン
ライン

短期 中期 長期

一般財団法人

電力中央研究所 未定 要相談
指定の研究分野：エネルギー・環境システム分野

案件ごとに受入について検討します。

一般財団法人

日本自動車研究所 〇 ― 〇 〇 ―
受入可能人数：1名
受入可能時期：2025年7月～11月
指定の研究分野: 人間工学，システム工学，シミュレーションに関心がある方が望ましい。

国立研究開発法人
海上・港湾・航空技術研究所

電子航法研究所

ハイブリッド
（現地とオン
ラインを併用）

要相談
受入可能人数：1名
実施場所・実施期間・学生の適性について、事前に担当者と要調整。

国立研究開発法人

産業技術総合研究所

ハイブリッド
（現地とオン
ラインを併用）

要相談

【募集内容1】
指定の研究分野：化学物質リスク評価に関する研究分野
※化学物質リスク評価に関する研究推進のためのスキルとして、データ可視化・化学理論
計算・機械学習などのコンピュータプログラミングに加え、その根底となるデータ採取の
ための実験スキル（特に化学工学面）の修練にも意欲のある方を歓迎します。

【募集内容2】
指定の研究分野：ライフサイクルアセスメント（LCA）に関する研究分野

国立研究開発法人

防災科学技術研究所

ハイブリッド
（現地とオン
ラインを併用）

〇 ― ―

受入可能人数：3名程度（各協働大学院教員につき1名程度）
受入可能時期：2025年10月～2026年3月
受入対象：地震や津波のハザード・リスク評価に関心のある方

防災情報、災害情報に関心のある方
土砂災害のハザード・リスク評価に関心のある方

独立行政法人

労働者健康安全機構
労働安全衛生総合研究所

ハイブリッド
（現地とオン
ラインを併用）

― ― 〇 特になし

National Science and 
Technology Center for 
Disaster Reduction (台湾)

〇 〇 〇 〇 〇
現地（台湾）インターンシップ実施可否は情勢等による。関心をお持ちの方は、まずお問合せくださ
い。 中国籍の学生は現地インターンシップ受入不可(オンラインインターンシップは可)。

1

R2学位プログラム学生のための特別インターンシッププログラム
コンソーシアム参画機関が、リスク・レジリエンス工学学位プログラムの学生のためだけに提供する特別なインターンシップです。

リスク・レジリエンス分野の第一線で活躍する企業や研究所と密接な関係を築き、実践的な経験を積むことができます。
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▼ 通常インターンシッププログラム

機関名 インターンシップ情報掲載ページ 備考

セコム株式会社 https://www.secom.co.jp/isl/

夏季インターンシップは、下記内容にて実施予定。
募集期間など、2025年度の詳細は後日ウェブサイトに掲載。

・博士前期・後期課程の学生ともに受入れ可
・参加形態(オンライン/現地)は応相談
・実施期間：2～4週間程度

日本電気株式会社
http://nec-

recruiting.com/event/event_i
nternal.php

国立研究開発法人 
海上・港湾・航空技術研究所

電子航法研究所

https://www.enri.go.jp/jp/rec
ruit/internship.html

2025年度実施内容は決定次第、ウェブサイトにて公開。
学生個人による申請は受け付けておりません。学位Pインターンシップ担当教員を通してください。

国立研究開発法人

防災科学技術研究所

https://www.bosai.go.jp/infor
mation/tender/intern/index.h

tml

2025年度実施内容については、順次ウェブサイト掲載予定。

株式会社
エヌ・エフ・ラボラトリーズ

https://recruit.nflabs.jp/
長期・有給インターン募集。カジュアル面談可。HP未掲載の内容もお気軽にお問い合わせください。
・コンテンツ開発エンジニア： オンライン学習プラットフォームで使用するコンテンツの開発
・リサーチエンジニア： SIM AppletのIoTセキュリティへの応用検討 など

コンソ参画機関におけるインターンシップ

インターンシップ受入機関一覧 (2/2)

2
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あなたの個人情報はスマホ経由で全世界へとつながれ、

あなたの暮らしは、道路・水道・電気・ガスなどのライフライン頼み。

あなたの家は約 2,000 以上の活断層が走る地震列島に建ち、

その日本は、大きな環境問題を抱える、地球という惑星の一部です。

現代社会にひそむ無数の「リスク」。

有事からしなやかに復旧するための「レジリエンス」。

時代が待望するこの分野で学び、自らの手で、未来を創り出してみませんか？

筑波大学大学院  理工情報生命学術院  システム情報工学研究群

リスク・レジリエンス工学学位プログラム
オープンキャンパス

https://www.risk.tsukuba.ac.jp/ 検索リスク・レジリエンス工学

場所：総合研究棟Ｂ 7・8階
一部、オンライン中継を予定しております。詳しくはHPをご覧ください。

2025. 4 20 日
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